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通信市場・端末市場の動向

最新端末の安値販売について

✓ 御社において、最新端末の安値販売を行う台数の決定は、販売店の裁量で行っていることか。それとも電気通信
事業者側で管理をしているのか。 （西村（真）構成員）

回答

➣ 端末については、販売店からの発注に基づき、当社より卸販売していることから、最新端末の安値販売を行う台
数の決定は、販売店の裁量で行っており、当社は管理しておりません。







© 2022 NTT DOCOMO,INC. All Rights Reserved.

7 ．

7

携帯電話端末の対応周波数の制限関係

モジュール端末の扱いついて

✓ モジュール端末の対応周波数の「必須バンド」「推奨バンド」の指定について、スマートフォンと同一か。仮に違いが
あれば具体的にお示し頂きたい。 （相田主査代理）

回答

➣ 当社ブランドとして発売するモジュール端末は、スマートフォンと同様に、実装を求める当社の周波数帯を、「必
須」・「推奨」・「任意」のカテゴリに分けて端末メーカーへ提示いたします。一方で、他社の周波数帯の対応につい
ては、端末メーカーの判断に委ねております。

➣ 他方、メーカーブランドとして販売するモジュール端末の対応周波数帯については、当社は関知しておりません。
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携帯電話端末の対応周波数の制限関係

モジュール端末の扱いついて

✓ 端末の対応周波数を共通化することや、各社端末の対応状況について業界一元的に情報提供を行うことについ
て、モジュール端末についてはどのように考えるか。 （相田主査代理）

回答

➣ モジュール端末については、主に決済端末での通信・自動販売機の検量・センサー監視等の用途で、機器に組み
込まれており、一般利用者におけるスマートフォンの利用態様とは大きく異なります。

➣ 加えて、特に法人の利用者が長期間の利用を前提としており、事業者間の乗り換えを前提にしているものではな
いことからも、対応周波数帯の制限が利用者の利便性を損なうものではないと考えます。

➣ そのため、端末の対応周波数を共通化することや、各社端末の対応状況について業界一元的に情報提供を行う
ことについて、モジュール端末を対象にする必要はないと考えます。


